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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月22日(2016.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波システムであって、
　超音波トランスデューサと、
　前記超音波トランスデューサに結合される双方向トランジスタと、
　前記双方向トランジスタに結合される超音波レシーバと、
　を含み、
　前記双方向トランジスタが、前記超音波トランスデューサを接地に選択的に接続するよ
うに、前記超音波トランスデューサを前記超音波レシーバに選択的に接続するように、動
作し、
　前記双方向トランジスタが、その各端部に高耐圧ドレインを備えるチャネルを含み、
　ゲート・ボディ電圧電位レベルを変えることにより前記双方向トランジスタのためのチ
ャネル導通が制御される、超音波システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波システムであって、
　前記超音波トランスデューサに結合されるパルサーロジックを更に含み、前記パルサー
ロジックが、前記超音波トランスデューサを動作させるために少なくとも１つの電気的信
号を選択的に供給する、超音波システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波システムであって、
　前記パルサーロジックが、高い正の電圧レベルを前記超音波トランスデューサに供給す
るように動作するプルアップトランジスタスイッチを含む、超音波システム。
【請求項４】
　請求項２に記載の超音波システムであって、
　前記パルサーロジックが、高い負の電圧レベルを前記超音波トランスデューサに供給す
るように動作するプルダウントラジスタスイッチを含む、超音波システム。
【請求項５】
　請求項２に記載の超音波システムであって、
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　前記双方向トランジスタに結合される接地トランジスタスイッチを更に含み、前記接地
トランジスタスイッチが、前記超音波トランスデューサを接地に接続するようにオンにな
り、前記超音波トランスデューサを前記超音波レシーバに接続するようにオフになる、超
音波システム。
【請求項６】
　請求項２に記載の超音波システムであって、
　前記パルサーロジックと前記双方向トランジスタとが、半導体パルサーチップの構成要
素として形成される、超音波システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の超音波システムであって、
　前記超音波システムが、
　前記パルサーロジックが高い正の電圧を前記超音波トランスデューサに供給し、前記双
方向トランジスタがオフであり、前記接地トランジスタスイッチがオフである、プルアッ
プモードと、
　前記パルサーロジックが高い負の電圧を前記超音波トランスデューサに供給し、前記双
方向トランジスタがオフであり、前記接地トランジスタスイッチがオフである、プルダウ
ンモードと、
　前記パルサーロジックがオフであり、前記双方向トランジスタがオンであり、前記接地
トランジスタスイッチがオンである、ゼロ復帰（ＲＴＺ）モードと、
　前記パルサーロジックがオフであり、前記双方向トランジスタがオンであり、前記接地
トランジスタスイッチがオフである、リッスンモードと、
　で選択的に動作する、超音波システム。
【請求項８】
　超音波デバイスのための制御チップであって、
　双方向トランジスタと、
　前記双方向トランジスタに結合される超音波トランスデューサ接続ピンと、
　前記双方向トランジスタに結合される超音波レシーバ接続ピンと、
　を含み、
　前記双方向トランジスタが、前記超音波トランスデューサ接続ピンから前記超音波レシ
ーバ接続ピンに電流を選択的に流れさせ、
　前記双方向トランジスタが、その各端部において高電圧ドレインを備えるチャネルを含
み、
　ゲート・ボディ電圧電位レベルを変えることによりチャネル導通が制御される、制御チ
ップ。
【請求項９】
　請求項８に記載の制御チップであって、
　前記超音波トランスデューサ接続ピンに結合されるパルサーロジックを更に含み、プル
アップ制御モードの間に、前記双方向トランジスタがオフである一方で前記パルサーロジ
ックが高い正の電圧レベルを前記超音波トランスデューサ接続ピンに供給する、制御チッ
プ。
【請求項１０】
　請求項９に記載の制御チップであって、
　プルダウン制御モードの間に、前記双方向トランジスタがオフである一方で前記パルサ
ーロジックが高い負の電圧レベルを前記超音波トランスデューサ接続ピンに供給する、制
御チップ。
【請求項１１】
　請求項８に記載の制御チップであって、
　ゼロ復帰（ＲＴＺ）制御モードの間に、前記双方向トランジスタがオンであり、前記超
音波レシーバ接続ピンの出力が接地される、制御チップ。
【請求項１２】



(3) JP 2015-506244 A5 2016.3.10

　請求項８に記載の制御チップであって、
　リッスン制御モードの間に、前記双方向トランジスタがオンであり、前記超音波レシー
バ接続ピンが接地されない、制御チップ。
【請求項１３】
　超音波デバイスを制御するための方法であって、
　制御ロジックにより、パルスモードをアクティブにすることであって、パルスモードの
間に、超音波レシーバに結合される双方向トランジスタがオフである一方で高電圧レベル
がトランスデューサに供給されることと、
　ゲート・ボディ電圧電位レベルを所定の値又は範囲に設定することにより、前記パルス
モードの間に前記双方向トランジスタのためのチャネル導通を制御することと、
　前記制御ロジックにより、ゼロ復帰（ＲＴＺ）モードをアクティブにすることであって
、ＲＴＺモードの間に、前記双方向トランジスタがオンである一方で接地トランジスタス
イッチがオンであることと、
　前記制御ロジックにより、リッスンモードをアクティブにすることであって、リッスン
モードの間に、前記双方向トランジスタがオンである一方で前記接地トランジスタスイッ
チがオフであることと、
　ゲート・ボディ電圧電位レベルを所定の値又は範囲に設定することにより、前記リッス
ンモードの間に前記双方向トランジスタのためのチャネル導通を制御することと、
　を含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、
　前記パルスモードをアクティブにすることが、前記双方向トランジスタがオフであるで
ある一方で高い正の電圧レベルを前記トランスデューサに供給することと、前記双方向ト
ランジスタがオフである一方で高い負の電圧レベルを前記トランスデューサに供給するこ
とと、を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の方法であって、
　ゲート・ボディ電圧電位レベルを所定の値又は範囲に設定することにより、前記ＲＴＺ
モードの間に前記双方向トランジスタのためのチャネル導通を制御することを更に含む、
方法。
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